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沖合域と沿岸浅海域のラグーン内のアマモ場における植物プランクトン群集の比較 

 

 植物プランクトンのブルームの発生は高頻度及び大規模化しており, 魚介類の斃死や毒

化等を引き起こすため, 環境, 社会及び経済に様々な影響を与えている。ブルームの発生の

予防や被害の緩和には, 植物プランクトンの分布や現存量といった基礎的な知見が必要不

可欠である。しかし, 沿岸域の生態系で重要な役割を果たすアマモ場において, 植物プラン

クトンの群集構造に関する知見は乏しいのが現状である。アマモ場は複雑な環境を提供し, 

生産性が非常に高いことが知られているため, 植物プランクトン群集にも大きな影響を与

えていると考えられる。本研究ではラグーン内のアマモ場とアマモが存在しない複数の地

点間における植物プランクトンの群集構造を比較し, その違いを評価することを目的とし

た。 

 1997 年 5 月から 1999 年 9 月にかけてシドニーの北部に位置する Taggerah Lakes (平均水深

1.7 m) において, 計 20 回のサンプリングを行った。Taggerah Lakes は Lake Munmorah (LM) , 

Budgewoi Lake (BW) , Taggerah Lake (TL) 及びその湾口部である The Entrance (TE) の 4 つの

Location からなり, 各 Location にてアマモ場とアマモ場が存在しない 2 つの地点 (Habitat) 

を設置し, 各 Habitat 内に 2 つの近接した Site を設けてサンプリングを行った。サンプリン

グは, 各 Site でポリカーボネート製の筒 (直径 50 mm x 長さ 2 m) を用いて, 3 本立てで採水

(表層－海底直上水) し, 水柱全体を採取した海水試料を得た。海水試料はグルタルアルデヒ

ドで固定後 (終濃度 1%) , 濃縮沈殿により濃縮し, 倒立顕微鏡下で植物プランクトンの同定

及び計数を行い, 細胞密度を算出した。得られたデータはノンパラメトリック多変量分散分

析 (NP-MANOVA) を用いて, 各 Location (4 カ所) , Habitat (アマモ有無の 2 カ所) , Site (2 地

点) 及び季節 (Time: 20 回) 間による植物プランクトン群集の相違を評価した。 また, それ

ぞれの群集構造の相違ではどの植物プランクトン種が寄与しているのかを, 類似度百分率

分析 (SIMPER) により検定を行った。 

 すべてのサンプルより 71 分類群の植物プランクトンが同定され, 各 Site では珪藻類が優

占していた。検定の結果, アマモの有無により区別されていた Hibitat 間で植物プランクト

ン群集が有意に異なることが明らかになった。また, 群集構造の相違は特定の種の存在の有

無に起因するのではなく, Pseudo-nitzschia cf. pseudodelicatissima や Cylindrotheca sp. などの

分類群の相対的な現存量に依存することが明らかになった。さらに, 植物プランクトンの群

集構造は各 Site 内から採取した複数のサンプル間で大きい変異を示したため, 数メートル

以内という小さなスケールで植物プランクトンの群集構造は変異し, パッチ状の分布をし

ている可能性が示唆された。 
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